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研究成果の概要（和文）：本研究は、他者の批判を活用するというアプローチに着目しその可能性について検証
することである。まず、他者の批判を活用するプロセスについて文献研究を実施した。次に、批判的思考がイノ
ベーション対話にもたらす効果について実験データを用いて分析し、他者の批判に接触することで創造性が向上
することが示された。さらに、情報の信ぴょう性評価にもたらす批判の質の効果を検証することを目的として実
証実験を行った。批判の質により異なる効果が得られること、またこれらの効果は性別やソーシャルメディアの
使用経験と関連することが示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this project is to examine the effect of criticism exposure. 
First, literature research was conducted on the process and effects of the exposure to criticism 
produced by others. Second, we examined a experimental dataset to examine the effect of critical 
thinking on innovative dialogue, and showed that exposure to criticism increased creativity during 
ideation. Third, we conducted an psychological experiment to examine the effect of criticism 
exposure on changes in beliefs for short messages. The results showed that the belief change was 
influenced by the quality of criticisms and gender and social media experience were predictors of 
the individual variation in the belief change.

研究分野：認知科学
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１．研究開始当初の背景 
批判的思考とは、物事をより明確に理解し、
主観やバイアスに惑わされず事実をもとに
判断するという思考である（Ennis, 1987）。
社会の中で問題解決や意思決定を行う上で
重要であるため欧米諸国を中心に重要な教
育課題とされてきた。近年日本においても、
「２１世紀型能力」のひとつとして位置付け
られ（国立教育政策研究所, 2013）、初等か
ら高等教育における教育実践や大学入試へ
の導入など教育的関心が高まっている。 
批判的思考教育は、これまで個人の批判的
思考能力や批判的思考態度を高めるという
観点から行われてきた。しかし、「自分で批
判的に考える」といった場合でも、そのため
に必要な情報を調べる中で他者の批判を参
考にしていることがあるはずである。 
例えば、否定・反駁情報への接触がデマへ
の信念を緩和させる効果を持つことを示す
研究が蓄積されてきた（e.g., Jaeger, 
Anthony, & Rosnow, 1980; Pezzo & Beckstead, 
2006; Walker & Beckerle, 1987）。近年では、
東日本大震災の際にツイッター上で広がっ
たデマとそれに対する他者の批判を実験刺
激として用いた研究（Tanaka, Sakamoto, 
Matsuka, 2013）において、デマ拡散行動と
その心理的要因について検証した結果、他者
の批判を観察した群は、そうでない群に比べ
て、デマの拡散を停止させようとする行動が
約１.５倍に増加することが明らかになった。
この結果は、他者の批判を活用することによ
って、批判的思考者と同様に「デマを拡散し
ない」という行動をとることが可能になるこ
とを示している。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、他者の批判を活用すると
いうアプローチに着目し、その可能性につい
て検証することである。本研究の具体的目的
は下記の通りである。 
(1) 課題１：創造的アイデア生成に及ぼす効
果. 
 他者の批判への接触が創造的アイデア生
成に及ぼす効果を明らかにする。 
(2) 課題２：デマ情報および科学的情報への信
念変化に及ぼす効果. 
 他者の批判への接触が、誤った科学的情報
への信念および正しい科学的情報への信念
に及ぼす効果を検証する。その際、批判の質
の違いによって効果が異なるのかや批判へ
の接触効果と性別等の個人差変数との関連
を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 ２つの課題の主な方法は下記の通りであ
る。 
(1) 課題１：創造的アイデア生成に及ぼす効
果 
他者の批判への接触効果を実証的に検証
するため、平成２５年度「文部科学省：大学

等シーズニーズ創出強化支援事業」で開発し
た「批判的思考を活用したイノベーション対
話プラットフォーム」を用いて収集した実験
データの分析を行った。本プラットフォーム
は、インターネット上で繋がる群衆（crowd）
がプラットフォームを通してアイデアを出
し合い、間接的に対話をするようデザインさ
れている。 
実験では、想像的アイデアを生み出すクラ
ウドソーシング手法の一連のプロセスに、批
判的思考のみを行うクラウドを組み込んだ
デザインと、批判的思考を行うクラウドを組
み込まないデザインの２種類を用意し、各デ
ザインにおいて最終的に収集されたアイデ
アの創造性（新規性、実用可能性）を評価し
た。 
(2) 課題２：デマ情報および科学的情報への
信念変化に及ぼす効果 
「他者の批判の質の効果」および「情報受
信者（観察者）の個人差要因の効果」を検証
するため、合計 242 名を対象に、デマ情報、
科学的事実、またそれらに対応する批判を
Twitter のような短い文章としてオンライン
で呈示し、それらに対する信念（正しさ、重
要性、関心）の評定を求めた。デマに対する
批判の質については、参加者の半数には客観
的な証拠を引用した批判（客観的批判）を呈
示し、残りの半数には主観的経験にもとづく
批判（主観的批判）を呈示した。 
 
４．研究成果 
２つの課題の主な成果は下記の通りであ
る。 
(1) 課題１：創造的アイデア生成に及ぼす効
果 
他者の批判を組み込むことによって、創造
性の一側面である実現可能性が向上するこ
とが明らかとなった。また、生成されるアイ
デアの文字数や所要時間については２つの
デザインで有意な差がみられなかったこと
から、批判的思考を行うクラウドを組み込ん
でも、創造的アイデア生成の流暢性を阻害せ
ずに実現可能性という質の向上をもたらす
ことが示された。 
(2) 課題２：デマ情報および科学的情報への
信念変化に及ぼす効果 
実験の結果、客観的批判の呈示は主観的批
判と比べてデマに対する誤った信念緩和す
る傾向があることが明らかとなった。一方で、
客観的な批判に接触された群は、デマだけで
なく科学的事実に対する信念も弱めてしま
う傾向があることも示された。また、このよ
うな批判呈示による信念変化の傾向は個人
差があり、性別やソーシャルメディアの使用
経験との関連がみられた。 
情報通信技術のデザインの工夫により、イ
ンターネット上でつながる群衆の批判的思
考を活用することに着目した一連の研究
（「群衆の批判的思考を活用する ICT デザイ
ンの認知科学的研究」）は、流通する情報の



質を高める上で情報通信技術デザインが大
きく寄与できる可能性を示した点が評価さ
れ、２０１４年に第１３回「ドコモ・モバイ
ル・サイエンス賞」（社会科学部門奨励賞）
を受賞した。 
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